
健康起因事故に伴う健康管理と
乗務員管理及び電子点呼時による管理

〇 健康管理センター設置と管理体制強化 (2015年)

健康起因事故に伴う再発防止の取り組み (2021年)
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〇

〇

システム化による健康管理と乗務員管理 (2021年)

電子点呼システムと連動・連携管理 (2022年)
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自己紹介

• 氏 名 中 村 勝 (ナカムラ マサル)

• 年 齢 ６３歳 (1961年2月3日生)

• 住 所 岐阜県高山市 「妻、子供2人(別居)」

• 経 歴 ・ 1986年9月 濃飛乗合自動車株式会社 運転士として入社

・ 1988年9月 労働組合役員 ・ 1994年9月 労働組合専従役員

・ 1996年9月 労働組合執行委員長 ・ 2010年9月 労働組合 相談役

「労働組合役員12期24年、 専従役員9期18年」

・ 2011年10月 復職 運輸事業部副本部長
・ 2012年 7月 高山営業所長兼務 (役員待遇)

・ 2013年 7月 取締役 総務部長

・ 2017年 3月 〃 管理本部長

・ 2021年 3月 〃 運輸事業本部長

・ 2022年 4月 〃 運輸事業部担当・兼システム担当 (現在に至る)
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１．会社概要

濃飛乗合自動車株式会社（濃飛バス）

• 本 社 ⇒ 岐阜県高山市花里町６丁目１２５番地

• 創 立 ⇒ 昭和１８年４月２８日（創業80年）

• 資本金 ⇒ １億円

• 社員数 ⇒ 正社員１８５名、契約社員２７名、臨時社員７３名、 計２８５名 (令和6年2月現在)

• 事 業 ⇒ 運輸事業 ・乗合：５８路線、１２４系統数、１１９両、・貸切：２０両、 ・車両総数 １３９両、

・延べ路線キロ １８４８．２６ｋｍ、・タクシー車両数８両

旅行事業 ３店舗、ドライブイン事業 土産物販売、喫茶飲食業、団体食堂、

• 営業所 ⇒ 神岡営業所、高山営業所、下呂営業所、平湯管理所、美濃白川管理所

トラベルセンター、バスセンターツアーデスク、平湯トラベルサロン

アルプス街道平湯、高山バスセンター店



濃飛バス 本社(2F) 高山濃飛バスセンター(1F)

高山市花里町６丁目 (平成２１年１２月完成)

出札・予約センター
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運輸事業部・高山営業所・整備工場

高山市昭和町１町目 （平成２７年４月完成） 6整備工場



神岡営業所

タクシー担当

バス担当
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飛騨市神岡町船津 （令和６年１月新築、タクシー事務所併設）

下呂営業所

下呂市少ケ野ヤマコシ （平成２４年１月完成）



美濃白川管理所
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加茂郡白川町河岐字桜地
（平成16年12月移転）

ドライブイン平湯事業部 平湯管理所

ドライブイン(アルプス街道平湯) バスターミナル (Ｒ２年３月完成)
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２．健康管理と健康起因事故によるの取り組み

１．2015年から、従業員の健康管理、特に乗
務員の健康管理を重点に取り組むことを
安全衛生委員会で決定。

２．2016年からバス・タクシー乗務員の健康
状態を把握し、保健指導と管理を重点に
取り組むことから保健師２名常勤で採用。

３．保健師の業務としては、(健診計画・受診
結果分析と受診勧奨管理・保健指導・産
業医面談同席・健康相談等)。



10

2-1．SAS検査 スリープレコーダの活用 ①

１．2015年までは、３年に１回の検査で年間７０名程を
実施。

２．2016年以降は自社で簡易機器を購入し、毎年、計
画的に運転士全員の検査とデータ管理を実施。
※現在は３セットで実施。

３．検査結果が中等症以上の場合は、医療機関で精
密検査を受診。(費用は会社負担)
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脳ＭＲＡ・ＭＲⅠ検査について ②

１．受診前に同意書を取り受診。

２．精密検査以降の費用は本人負担。

・ ２０１６年５月から健診開始
対象「４５歳・５０歳・５５歳・６０歳」

(全従業員)

・ ２０１９年から
対象 「運転士は３年毎に受診」
〃 「運転士以外」は
「４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳・７０歳」
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脳ＭＲＡ・ＭＲⅠ受診の実績について ③

脳MR検診 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

検　診　者 30名 41名 43名 79名 61名 70名 73名 70名

異 常 な し 28名 36名 34名 71名 56名 54名 59名 57名

要注意・経過観察 1名 4名 5名 7名 3名 9名 11名 9名

要治療・精密検査 1名 1名 4名 1名 2名 7名 3名 4名

手 術 実 施 1名 1名 0名 1名 0名 0名 0名 0名
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ストレスチェックの実施結果について ④

高ストレス者の状況 (2018年度は検査内容を23項目に変更、他は５７項目)

産業医面談希望 保健師の面談実施

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

高ストレス者数 25名 14名 48名 15名 12名 9名 35名 33名

高ストレス者率 7.86% 4.46% 16.32% 5.01% 4.44% 3.46% 15.09% 13.31%

受験者数 318名 314名 294名 299名 270名 260名 232名 248名

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

面談希望する 12名 2名 6名 1名 1名 2名 6名 2名

面談希望しない 13名 12名 42名 14名 11名 7名 29名 31名
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2‐2．健康起因事故の原因究明と再発防止 ①

１．２０２１年１月１２日に心疾患(不整脈)による意識消失発作で物損事
故発生。

２．健康起因事故は弊社としては、初めてのことであり、この事故の原因
を究明し、再発防止策として「心臓疾患健診項目の充実」に取り組み、
健康管理体制をさらに強化。

３．【意識消失発作までの状況 】

⇒ 11:05に始業点呼、血圧・アルコールチェック後、営業所を定刻に発
車、乗客なしの状態でＴ字交差点の2～3秒手前で意識消失を起こし
(ドライブレコーダーで確認)正面の民家（空家）に衝突。
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当該乗務員の過去の健診結果(過去6年間) ②
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事故後の精密検査結果 ③

１．１月１２日(火)事故後(11時30分頃)、状況を確認、幸い
にもケガ人もなく、運転士も衝突直後に意識を回復、
その後、医療機関で受診。

２．循環器内科・脳神経外科にて24時間ホルター心電図・
頭部CT検査の結果と事故のドライブレコーダーの結果、
脳が原因となった失神ではなく、また「てんかん」でもな
い。循環器内科の診断結果から「不整脈による意識消
失発作」が原因と診断。 病名「発作性上室性頻拍」
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心電図検査で不整脈の疑いがある場合の対応 ④

１．不整脈には大きく分けて「頻脈(脈拍数100回以上)」と
「徐脈(脈拍数60回以下)」と期外収縮があり、いずれ
も脈拍のリズムが乱れることによって起きる
心疾患。

２．心電図検査により、不整脈など所見
が出た場合はなるべく早く再受診し
心エコー・24時間ホルター心電
図検査を受診するよう勧奨。
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今後の健康管理の取組み ⑤

１．健康起因事故の発生には、疾患の要因となる生活習慣が大き
く影響すると言われています。

２．特に運転士を取り巻く環境は〇運動不足(同じ姿勢)〇食生活
(塩分の取りすぎ、偏ったコンビニ弁当等)〇睡眠不足(深夜業
務や不規則勤務)〇ストレス(増加)

３．健康診断結果を活用し、「受診勧奨・心臓疾患・脳血管疾患・
視野障害」のガイドラインへの対応を実施。

４．乗務員の健康管理を確実に実施するには、Excelシート管理で
は限界なことから、「システム」導入を2022年決定。



３-1．システム化による健康管理と乗務員管理
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【システム管理項目12項目】

●履歴管理 ●健診対象者管理

●健診結果管理 ●ＳＡＳ管理

●脳ドック健診管理

●ストレスチェッ ク

●長時間労働管理

●面談対象者管理

●診断書・就業制限対象者管理

●傷病休業管理

●集計/統計 ●マスタ管理



健康管理システム メニュー画面 ①
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マスタ管理

重点項目のご案内

・ 履歴管理
・ 健診対象者管理
・ 健診結果管理
・ SAS管理
・ 脳ドック(健診)管理
・ ストレスチェック
・ 長時間労働管理
・ 面談対象者管理



履歴管理 全項目結果管理 ①

個々の過去健診データを表示し管理。

ダブルクリックでPDFを開く

照会のみ
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履歴管理 健診結果管理 ②

健康診断受診結果表示にて内容確認と個人健診票の印刷。
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健診対象者管理 健診受診予定管理 ③

受診済、未受診の絞り込みが可能。

健診対象者の受診項目確認、受診予定年間計画と受診日の設定。受信案内印刷
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健診結果管理 検診結果登録画面 ④

入力した値をもとに、判定を

自動入力します。

健診結果はデータの一括取込みと一部手入力により、内容確認と編集。
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健診結果管理 個人の健診結果 ⑤

入力した値をもとに、産業医の
判定を入力。

個人の健診結果。
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健診結果管理 受診勧奨対象者管理 ⑥

再検査受診勧奨者への
依頼書・提供書の印刷。

健診結果に基づき受診勧奨対象者の管理と各種書類の発行。
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健診結果管理 ガイドライン勧奨 ⑦

国土交通省のガイドラインの対象者に受診勧奨を実施。
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ガイドライン対象者への
受診勧奨者への依頼
書・提供書の印刷。



健診結果管理 問診票管理 ⑧

クラウドにより
一括登録

個人の問診票のクラウドデータを一括入力、健康状態の確認と電子点呼時での管理。
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脳健診の管理 対象者管理 ⑨-1

脳健診データの管理、運転士3年に１回、事務職は45歳から５年毎に自動出力
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脳MRI・MRA受診の実績について ⑨-2

脳MR検診 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

検　診　者 30名 41名 43名 79名 61名 70名 73名 70名

異 常 な し 28名 36名 34名 71名 56名 54名 59名 57名

要注意・経過観察 1名 4名 5名 7名 3名 9名 11名 9名

要治療・精密検査 1名 1名 4名 1名 2名 7名 3名 4名

手 術 実 施 1名 1名 0名 1名 0名 0名 0名 0名



脳健診の管理 フォローアップ対象者 ⑨-3

脳健診結果により情報照会書と経過観察等のフォローアップの管理。
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SAS対象者管理 ⑩

ＳＡＳ対象者の管理と精密検査に関する書類を発行。

32



ストレスチェック ⑪

ストレスチェックデータの管理及び関係書類の印刷。
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長時間労働管理 ⑫

長時間労働対象者と面談内容の管理。
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面談対象者管理 ⑬

保健師記録
産業医記録

対象者への産業医・保健師の面談内容等を管理。
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その他 (安全衛生通信 毎月発行)
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３ｰ２．乗務員管理システム
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• 【システム管理項目13項目】

「運輸規則第37条に定められた項目」

●乗務員の基本情報●職場履歴●資格

取得記録●運転経歴●賞罰記録●事

故・営業クレーム記録●総運転経験年数

●役職歴●適性診断受診歴●教育指導

歴●教育資料ＰＤＦ●健康診断受診歴

●添乗指導実施記録等を登録管理。



乗務員管理システム メニュー画面
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基本台帳・教員指導記録・文書PDF・個別台帳を管理



乗務員基本台帳管理 ①

乗務員台帳を一覧、関係データの出力。
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顔写真を表示

運転免許証を表示

任意保険証を表示

治療中のデータを出力し電子点呼
システムと連携



乗務員基本台帳管理 ②

乗務員台帳基本項目の編集。
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教育指導一斉登録 ③

「教育指導対象」にチェックをした乗務員の集団教育指導内容を登録
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チェックをした乗務員に個
人・集団教育指導登録
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教育指導一斉登録画面 ④

教育指導データをPDF形式で添付、参照枷から上のＰＤＦ一覧表より設定



記録文書ＰＤＦ管理 ⑤

運転士に関する教育指導・適性診断結果等の資料をＰＤＦデータとして登録。
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PDF管理のための新規作成・編集

選択したPDFを表示



個別乗務員台帳 ⑥

運転経歴

職場歴

基本情報

資格取得

賞罰記録

事故・営業クレーム

役職歴
労働組合
役職歴

適性診断受診歴

教育指導記録簿

添乗指導
実施記録

健康診断受診歴等記録
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総運転経
験年月数



乗務員の情報 健康関係 ⑦

健康診断受診歴、脳ＭＲ受診歴、ＳＡＳ受診歴、受診後面談歴情報が健
康管理システムと連動することで乗務員の健康状態の把握を、その都度
確認。 治療中のデータが電子点呼システムと連携。

治療中の疾病や服薬状況を表記
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乗務員台帳の出力について 出力イメージ ⑧-1
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乗務員台帳の出力について 出力イメージ ⑧-2
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電子点呼システムとの連携

アルコール検知結果
0.00ｍｇ

体温３５．５℃、 血圧１２９／７９ 治療中の疾病、服薬情報が健康
管理システムから乗務員管理シ
ステムに連動し、電子点呼シス
テムの個々情報に連携。
・睡眠時無呼吸症候群(治療中)
・アレルギー性鼻炎(服薬)



各システムとの連動と連携 (まとめ)

49

１．健康管理システムの健診データから、「健診日、治療中
疾病・服薬状況、脳検診結果、ＳＡＳの検診結果、保健
師面談日情報」が、乗務員管理システムに連動。

２．乗務員管理システムの治療中疾病及び服薬情報を電子
点呼システムに連携。

３．電子点呼システムは、体温・アルコールチック・血圧測定
のデータが連動し、点呼モニター画面にて確認「治療中

疾病及び服薬情報」も表示、毎日の健康状態を確認。
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「Conb」乗務員管理システムのクラウド化

乗務員管理システム台帳に健康診断結果、脳健診、ＳＡＳ検査の

データも管理

・免許証更新、適性診断、運行管理講習、整備管理者講習、健康診

断等の対象者の実施情報を表示します。

乗務員管理システムのクラウド化
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乗務員管理システムのクラウド化



52

ご清聴ありがとうございました。
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